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１．はじめに 
 近代エネルギーについて関心をもち，簡単に作成することが 

できる「色素増感型太陽電池」について知った。そして，自ら 

この「色素増感型太陽電池」を作成して測定し，材料である酸 

化チタンの種類やＰＥＧの平均分子量を変更して，さらには正 

極の素材を比較することで，最も効率の良い組み合わせを調べ 

ることにした。 
 
２．研究内容 
① 負極に用いるチタニアペーストの最も良い組み合わせは，酸化チタンのアナター

ゼ型ナノ粒子と PEG の平均分子量 200 の組み合わせではないか。 

② 正極を炭素板に換えて抵抗を抑え，チタニアペーストを穏やかに焼成し，焼成時

のひび割れを防ぐことで，最大電力が上昇するのではないか。 

３．結果と考察，今後の課題 

① チタニアペーストの組成は，酸化チタンのアナターゼ型ナノ粒子と PEG の平均分

子量 20000 の組み合わせが最も良い。 

 

 

 

 

 

② 現段階では，負極に酸化チタンのアナターゼ型ナノ粒子と，PEG の平均分子量

20000 によるチタニアペーストを用い，正極を炭素板にした組み合わせが，最も良

いとわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

しかし，焼成方法の変更には効果が見られなかった。 

今後は，さらに次の点を研究していきたい。 

・定着面での抵抗について考える。 ・電解液の組成と乾燥防止について考える。 
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